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→ 質問席でのタブレット操作 

↑ 芦屋市議会ホームページより抜粋 

 市議会は、ともに公選された議員と市長による二元代表制の下、市長との健全な緊張関係

を保持しつつ、市長執行機関を監視するとともに、政策提案等を通じて市民の多様な意思を

市政に反映させる役割を担っています。 

この役割を果たすため、芦屋市議会では、これまでも他市に先んじて、あるいは独自に様々

な議会改革を行ってきており、近年では、政務活動費の収支報告書とともに領収書をホーム

ページへ掲載し、議会報告会では報告だけでなく参加者の皆様と意見交換も行い、また、ICT

化の取り組みなど、「市民に開かれた議会」を目指して取り組んでまいりました。 

 今回は、昨年の議会報告会以降、平成 29 年(2017 年)11 月から平成 30 年(2018 年)10 月  

までの間に取り組んだ内容を報告させていただきます。 

 平成 29 年(2017 年)12 月定例会から  

各常任委員会会議のインターネット中継を開始 

一般（総括）質問時におけるモニターを活用して 

資料提示を開始 

 平成 30 年(2018 年)から  

市議会ホームページをリニューアル 

陳情書をホームページに掲載          

議長の任期を 1年から 2年に変更 

（平成31年（2019年）改選期から開始） 

行政視察報告をホームページ上で公開    

（各常任委員会と議会運営委員会） 

政務活動費あり方検討会議を設置 

 座長（副議長）と各会派 1人選出の委員、計 5人で

構成し、平成 30 年(2018 年)10 月から平成 31 年(2019 年)2 月上旬までの期間で、 

政務活動費が市民の皆様から見て適切なものになっているか、使途基準・指針やマニュ

アルなどの見直しも含め「あり方」を検討していきます。 

 政務活動費とは、議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部とし

て交付されています。 

↑ 議場モニターの様子 
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芦屋市議会基本条例検証会議を設置 

 芦屋市議会基本条例は、平成 26 年(2014 年)10 月に施行

されましたが、各任期中に少なくとも 1回はこの条例を検

証し、その結果を市民に公表するものと規定しています。 

 検証会議は、座長（副議長）と 

各常任委員会の正副委員長の 

計 7人で構成し、 

平成 29 年(2017 年)9 月 1 日から 

平成 30 年(2018 年)5 月 31 日まで

の期間で検証を行いました。 

 検証結果はホームページ上で公開しています。 

平成 28 年(2016 年)12 月から芦屋市議会事務局 Facebook を立ち上げて情報発信！

芦屋市議会は、これからも市民の付託に応えるため「さらなる議会の活性化」

「市民に開かれた議会」であるための改革の取り組みを進めてまいります。 

第18期 平成23年(2011年)6月～平成27年(2015年)5月

・政務活動費マニュアルを策定

・議会報告会を開催

・正副議長の立候補制を採用

・議会基本条例を制定

・議員定数を22人から21人へ

・傍聴者へ議案等を貸出し

第19期 平成27年(2015年)6月～

・議員研修会の定期開催 (年４回)

・本会議映像をインターネット配信

・議会交際費の支出内容をホームページ上で公開

・タブレット端末を導入してペーパーレス会議を開始

・議場にモニターを設置して傍聴者の環境を改善

・市議会だよりのページ数を増

・議会車を廃止

・政務活動費の収支報告書や領収書等をホームページ上で公開

・議会報告会を二部構成として意見交換会を実施

・議員と市長の選挙期日と任期開始のずれを解消へ

↑ 検証会議委員と検証結果をまとめた冊子 


